
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 10月 12日 

10 月号 
曽於市立柳迫小学校 

 教育目標「 想い合い 学び合い 共に高め合う 子供の育成 」 

～ あいさつ・ボランティア・学び合いのある学校 ～ 
〒８９９－８６０６ 曽於市末吉町深川３６６９番地５  ☎７６－１１２７ http://yanagizako.synapse-blog.jp 

 

「 Ｓｉｇｎ 」 
              校 長 佐藤 義明 

「校長先生、今朝の風は涼しいですね。」 

ある月曜日の朝、背中越しに男の子の声。自然の変化や季節に敏感なお友だちだなあと思い、

「秋らしくさわやかな風ですね。」と返しました。すると続けて、「はい。･･･僕、実は･･･、この前

まで、覚えるのが難しかった社会の都道県名を、土日に頑張って全部覚えました。結構大変でした

けど。」「そうかあ、それはすごいなあ。でもおかげで今朝は清々しい気持ちで学校に来られたんじ

ゃない？今日はいい１日になりそうですね。また、いろんなことにチャレンジしてね。」笑顔で答

える男の子の「はい。」は、いつも以上に力強く聞こえました。 

心が満たされていると、見るもの触れるものも、いつもと感じ方が違うものです。かさねて、彼

が本当に伝えたかったのは、気候のことなどではなく、週末の誇らしい自分の頑張りでした。 

 

さて、国立教育政策研究所の調査研究事業の一つに「魅力ある学校づくり」があります。これ

は、児童の声を受け止めながら「明日も行きたいと思う」学校づくりを、授業改善と行事等の工夫

を柱として推進するもので、多くの学校・教育委員会が取り組んでいます。本校でも、子供を真ん

中に据えた授業づくりや子供たちが自発的・自主的に自らを発達させる過程を支える働きかけを行

い「居場所づくり」「絆づくり」に努めています。２学期以降は、学校での約束事を示した「柳迫

のよい子（校則に当たるもの）」についても、子供たちの意見を聴き、本当に必要なこと・大切な

ことは何かを子供たち目線で整理・見直しを行っていくつもりです。その際は、ご家庭からも忌憚

ないご意見をお聞かせください。 

 

ところで、子供たちが一番安らげる場、ご家庭での「居場所づくり」「絆づくり」は如何でしょ

うか？それぞれのご家庭で様々な工夫がなされていることと思います。日々忙しい毎日ですが、５

分でも 10分でも意識して、その子とだけの特別な時間をつくることは大切ですね。 大げさなこと

ではなく････「一緒にお風呂に入るとき」「爪を切ってあげるとき」「炊事をしながら音読を聴い

てあげるとき」「習い事に連れて行く車の中で」････ 会話を通して、学校のこと・勉強のこと・友

達のこと・遊びのことなど、他愛ない話の中に、素直な気持が見えてくるかもしれません。 

 

柳迫小学校は、支持的風土に支えられた学校です。子供たちの登下校を見守る「子ども見守り

隊」の皆様は、交通補導に限らず温かな眼差しで、子供たちの内面にも目を向けてくださいます。

心情や態度の変化を敏感に感じ取り、気付いたことを学校にも知らせてくださいます。これは、児

童クラブの支援員様や主任児童委員様も同様です。貴重な情報は、職員間で共有し、その後の児童

観察・児童理解に役立てています。 

また、曽於市には、学校支援チーム事業があり、充実した生徒指導体制が確立しています。ＳＣ

（スクール・カウンセラー）、ＳＳＷ（スクール・ソーシャルワーカー）をはじめ、臨床心理学を

専門としている大学教授、元学校職員による心理カウンセラー等で構成されており、心の不安や悩

み、生活や環境などの相談ができます。 

学校・家庭・地域・市教育委員会・各関係機関 ･･･・ 大人たちが総ぐるみで子供の健やかな成

長を願い見守っています。何か気になることがありましたら、躊躇なく、つながりやすい場所を窓

口にされ、連携を図っていただきたいと思います。 

 

何気なく交わす会話や表情の中には、いつもと違う心を映す「Sign（サイン）」が隠れているこ

とがあります。見落とさないよう、見逃さないようにありたいと思います。 

 

にっこりやなぎー 

【学校ＨＰへのＱＲコード】 【ブログへ直接飛ぶＱＲコード】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９月 17 日(火)から１泊２日で、５・６年生が大隅

青少年自然の家で宿泊学習を行いました。天気が心配

でしたが、計画していたカヌー体験を行うことがで

き、すべて予定通りに体験することが出来ました。 

 キャンプファイヤーや飯ご 

う炊飯でのカレー作りも楽し 

く活動することが出来、思い 

出多き、充実した宿泊学習と 

なりました。 

 

 ９月のいじめアンケートによるいじめ認知件数は１

件でした。今回の認知件数は先月のものを継続して見守

っていることを表しています。御理解、よろしくお願い

いたします。 

 

１日(金) 安全点検 

地域が育む「かごしまの教育県民週間」 

（～７日） 

３日(日)  ●  文化の日 

４日(月) 振替休日 

５日(火) いい歯ニッコリ柳迫週間（～８日） 

６日(水) 「ちゃいはな」読み聞かせ会 

７日(木) 学校参観日（9:00～14:30） 

心の教育の日・秋祭り（１・２年生） 

 ８日(金) 学校運営協議会 

９日(土) 曽於市民祭（～10日） 

13日(水) さんぺい号 

14日(木) 芸術鑑賞会 

16日(土) 家庭教育学級(フラワーアレンジメント) 

20日(水) クラブ活動 

21日(木) 末吉小・深川小との交流学習（６年） 

22日(金) 高齢者とのふれあい活動（１・２年） 

23日(金)   ●  勤労感謝の日 

24日(日) 校区コミュニティ協議会 秋祭り 

     クリスマスツリー祭 

27日(水) さんぺい号 委員会活動 

持久走大会前健康診断 

30日(土) 曽於市こどもフェスタ 

11 月の行事予定 

★９月のいじめアンケートについて★ 

 

 

○県図画作品展（曽於市審査会） 

特選  ６年 M.H 

 入選  ３年 U.R    ３年 S.H 

 

○県図画作品展（曽於地区審査会） 

特選  ６年 M.H 

 

○曽於市社会福祉大会福祉ポスター 

＜ポスターの部＞ 

最優秀賞 １年 F.U 

入選  ２年 I.R     3年 S.U 

 

○末吉地域「健康に関する標語」 

優秀賞  ３年 K.M 

特選  ４年 M.R    ５年 U.R 

 入選  １年 I.Y     ２年 H.M 

     ６年 M.H    ６年 Y.A 

 

○曽於地区「健康に関する標語」 

 特選  ３年 K.M 

 

○曽於市作文審査会 

 特選  １年 I.Y     ２年 T.Y 

 入選  ３年 Y.K     ４年 F.Y 

     ５年 M.U     ６年 M.H 

 

○曽於市理科作品審査会 

 特選  １年 S.R（※県審査会へ） 

     ３年 S.Y（※県審査会へ） 

     ３年 川原 真瑚 

入選  １年 F.Y    ４年 M.R 

     ４年 S.R    ５年 I.H 

     ５年 K.K 

６年 O.A 

 

○地区社会科作品審査会 

優秀賞  ３年 S.Y    ４年 F.Y  

 入選  ５年 Y.K 

★入賞おめでとう★ 

 

 10 月４日(金)、１～４年生が生活科・社会科見学に

行きました。１年生は都城のイオン、２年生は都城市

木材利用技術センター、３年生はそお鹿児島中央家畜

市場、４年生は宮崎科学技術館へ行きました。あいに

くの雨模様で、午後からは学校で 

過ごす学年もありましたが、「楽 

しかった」と子供たちの笑顔がは 

じけました。とても充実した一日 

となりました。 

★ 生活科社会科見学 ★ 

 

 

 

           10月８日(木)の５・６校時、ピン芸人かける氏をお招きし、 

          「『落語』で笑い教育」を行いました。子供たちにお互いを認 

め合い、素敵な声かけができるようになってもらいたいという 

願いからこの場を設定しました。授業が始まると、まずは、落 

語について教えてくださいました。その後、子供たちが友達と一緒に落語を 

作り、発表することになりました。その中で、友達と認め合う時の魔法の声 

かけ「ええやん」を教わりました。子供たちの元気な「ええやん」が響く中、 

子供たちの落語の発表までできました。かけるさん、ありがとうございました。 

★ 宿泊学習 ★ 

★「落語」で笑い教育 ★ 


